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   知立市自主防災会連絡協議会規約  

 

 （名称） 

第１条 この会は、知立市自主防災会連絡協議会（以下「協議会」という。）と称す

る。 

 （目的） 

第２条 協議会は、自主防災組織間の連携を高め、相互の連絡調整を図ることによ

り、地域の防災・減災体制の充実強化及び地域全体における防災意識の向上に寄

与することを目的とする。 

 （事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 (1) 防災に関する知識の普及・啓発に関する事業 

 (2) 防災訓練の実施に関する事業 

 (3) 自主防災活動の充実強化に関する事業 

 (4) 自主防災会相互の連絡調整に関する事業 

 (5) その他地域の防災力の向上に資する事業 

 （会員） 

第４条 協議会は、次に掲げる会員をもって構成する。 

 (1) 各町内会の区長 

 (2) 各自主防災会より推薦のあった者 

 (3) 自主防災活動の推進に当たり次条第１項第１号に規定する会長が必要と認め

る者 

 （役員等） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

 (1) 会長 １人 

 (2) 副会長 １人 

 (3) 幹事 ２人 

 (4) 顧問 １人 

２ 前項の役員は、原則として次に掲げる者をもって充てる。 

(1) 会長は、前年度の知立市区長会会長をもって充てる。 

(2) 副会長は、前年度の知立市区長会副会長をもって充てる。 

(3) 幹事は、当該年度の知立市区長会会長及び副会長をもって充てる。 

(4) 顧問は、前年度の知立市自主防災会連絡協議会会長をもって充てる。 



３ 役員の任期は、１年とする。ただし、再任することを妨げない。 

４ 役員が欠けた場合における補欠の役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 協議会には、相談役を若干名置くことができる。 

（役員の職務） 

第６条 会長は、協議会を総理し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

３ 幹事は、幹事会の構成員となり、会務の運営に当たる。 

４ 顧問は、会務の運営を補佐し、意見を述べることができる。 

 （会議） 

第７条 協議会に総会、代表者会及び幹事会を置く。 

 （総会） 

第８条 総会は、協議会の会員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて開催することとし、会長が招集する。 

３ 総会においては、次の事項を審議する。 

 (1) 協議会規約の改正に関すること。 

 (2) 協議会の事業計画に関すること。 

 (3) その他総会が特に必要と認めること。 

４ 総会は、その付議事項の一部を代表者会及び幹事会に委任することができる。 

 （代表者会） 

第９条 代表者会は、第４条第１号に掲げる者をもって構成する。 

２ 代表者会は、次の事項を審議し、及び実施する。 

 (1) 総会に提出すべきこと。 

 (2) 総会から委任されたこと。 

 (3) その他代表者会が特に必要と認めること。 

３ 代表者会は、会長が必要と認めたときに開催するものとする。 

 （幹事会） 

第１０条 幹事会は、第５条に規定する役員をもって構成する。 

２ 幹事会は、次の事項を審議し、及び実施する。 

 (1) 総会に提出すべきこと。 

 (2) 代表者会に提出すべきこと。 

 (3) 総会から委任されたこと。 

 (4) その他幹事会が特に必要と認めたときに開催するものとする。 

 （事務局） 



第１１条 協議会の事務局は、知立市役所危機管理局安心安全課に置く。 

 （委任） 

第１２条 この規約に定めるもののほか、必要な事項は、会長が協議会に諮り、定

める。 

   附 則 

 この規約は、平成２５年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規約は、平成２６年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規約は、平成２７年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規約は、平成２８年６月２２日から施行する。 

   附 則 

 この規約は、平成２９年６月２３日から施行する。 

 

 

 


